
誘引物質の種類による単毛性細菌の遊泳軌跡の差異
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結言

誘引物質の種類を変えて，単毛性細菌の挙動の違いを調査した

ロイシン以外では誘引物質に近づく直進運動は長くな
る傾向がある．
セリン1.0Mでは特に顕著である．

誘引物質がセリンの場合，濃度が0.1Mでも集積した．
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研究の位置づけ

先行研究：種類の異なる誘引物質（アスパラギン酸/セリン）を
用いてサルモネラ菌単体の挙動を調査

本研究：種類の異なる誘引物質（セリン/グリシン/アラ
ニン/ロイシン）中のビブリオ菌単体の挙動を調査

サルモネラ菌は，アスパラギン酸の検知感度が高く，
セリンよりも早く集積することが分かった
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・・・MSDが収束した ・・・MSDが収束しない

実験結果

・セリンは上下にばらつきがあるが，全て
傾きが0で収束している

・誘引物質の濃度が0.1Mの場合，セリンのみ
グラフの傾きが0で収束している

遊泳軌跡

・時間が経過しても細菌は遠くへ遊泳
しないので，誘引物質に拘束されている

・セリン1.0Mのとき，
ビブリオ菌は近づく
方向へ長く直進運動を
継続する
・ロイシン0.1Mの場合，
遠ざかる方向へ長く
直進運動を継続する

疑問点：単毛性細菌の挙動は周毛性細菌とどう違うのか

菌体に1本の
固いべん毛を持つ

＊ ：有意水準1％以下
＊＊：有意水準5％以下

直進運動の継続時間


